


スマートシティとは
 都市の抱える諸課題に対して、ICT等の新技術を活用しつつ、マネジ

メント（計画、整備、管理・運営等）が行われ、全体最適化が図ら
れる持続可能な都市または地区

資料 平成３０年８月国土交通省都市局
スマートシティの実現に向けて【中間とりまとめ】



スマートシティ推進協議会について

目的

産学金民官が一体となって、ＩoＴやＡＩを含むＩＣＴ等の先端
技術を活用しながら、地域の抱える交通、経済、防災、高齢化等
の諸課題を解決するとともに、人々の生活の質を高め、全体を最
適化させながら持続的な発展が可能なまちの実現を目指す。

取組内容

 スマートシティ化に向けた実証事業の推進

 共通プラットフォームの活用の推進

 住民への普及、啓発の推進

 成果等の他地域への普及展開

 その他協議会の目的を達成するため必要な事業



協議会委員等について

 会長 新居浜市長

 会員

ソフトバンク・日本電気・ハートネットワーク

三井住友海上火災保険・愛媛大学・新居浜高専・新居浜市

スマートシティの実現に向けた取り組みに賛同する者であれば参加可能

※幹事会は上記メンバーで構成

※事務局は新居浜市、会計はハートネットワーク

 オブザーバー

総務省四国総合通信局・経済産業省四国経済産業局

 会の開催について

 必要に応じてワーキンググループを設立

 情報交換会、事業報告会等を実施

「新居浜地域スマートシティ推進協議会」規約抜粋
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別子銅山のあゆみ
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本市の課題と、目指すまちづくり

そのためには💡

限りある行政資源 組織体制 効果効率的な課題解決

様々な主体との共同によるスマートシティに向けた取り組みが必要

しかし

異常気象・災害 少子高齢化経済活動の鈍化
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交通弱者対策

魅力のある地域で、誰もが安心して暮らせる環境を！



今年度の取り組み



ビッグデータ

データ収集プラットフォームについて

データ利活用基盤
共通プラットフォーム
（FIWARE）

交通情報 ポイント付与・利用情報 気象情報 防災情報

行政データ 民間データ

オープンAPI（NGSI等）

ロックインの排除

まちづくり
新たなサービス
社会課題の解決に活用
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本市施策の分野等において、産学官民のあらゆる団体が協働し
IoT・ＡＩなどの先端技術を駆使しながら、効率的に課題に取り組み
人々の生活の質を高め、全体を最適化させながら継続的な発展を目指す

推進イメージ

金


